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住宅問題に寄せて

今回この欄は特集形式をとりました.会l-lのなか

で. il宅産業や開発計同等になんらかの関係があ

ると予i位される方々を選ぴ，とくにお願いしたも

のです.とのようなスタイルの「会員近況」欄も

今後やってゆきたいと考えております

袋詰器禁語 河原畑良弘

ナショナル・プロジヱクトへ期待総需要抑制のためと

はいえ，一時は猶療をきわめた宅地開発ブームも，現在

では下火になったまま低迷してし、る.しかし，人間生活

の 3 要素である「衣J r食J r住」のうち，もっとも基本

となる[住J が，前二者にくらべて完全に充足されては

いない実状にあるということから，ベース・ダウンの姿

ではあろうが，施策として強く推進されることはまちが

いない.飽和状態の都市地域がこの対象外となるため，

狭い国土のゆえをもって，松下幸之助氏のご意見で“日

本の山はいまの 3 割程度でよろしし、"ことにすれば，今

後の宅地開発は深山幽谷におよぶか，海上に乗りださざ

るをえないことになろう

山を切り，谷を埋める個々の現場の施工計画には，現

在その土運搬にLP の輸送モデルが使われており，その

目的函数として I総作業量J もしくは「総費用J の最小

の進め方はできないであろうか そうなれば，かなり低

廉な価格で広く開放されるという結果が期待され，その

意志をもっ万人が容易にこの「住」の問題の最終解決に

アクセスできることになろうかと思われる

EJ4業工学科 田村 洋一

住民参加の住宅地設計 現在の宅地開発について私見を

のべると，住機能の提供とし、う部分にのみ重みがかかり

すぎているため，本来の主人公たる住民は，施設完成後

に機械的にそれぞれ区商されたスペースにセットされる

要素としてあっかわれるのみであり，その結果，利用段

階における宅地は共同意識の非常に低い，共同体として

の環境が欠如したものになりやすいと思われる.これは

現在の宅地開発システムに住民参加がまったく組み込ま

れていないためで、あり，とくに個人住宅の建設を主体と

する宅地開発計画の場合には，その計画の過程から完成

まで，常に住民が参加しうるようなシステムを創ること

が必要と考える.

現在のところ筆者自身も現実にどのようなシステムと

するべきか模索中であるが，たとえば，宅地建設地とそ

の容量が決定した段階で，住民を募集し，宅地建設者と

住民とが住宅地設計の専門家のリードにより，ディスカ

ッションを重ねてゆき，宅地の設計すなわち， 緑地保

存，区画割，基本施設(病院，マーケット，遊園地，集

会場，駐車場，パス停，廃棄物処理施設など)の配置あ

るいは誘致について決定してゆくとし、う方法が考えられ

るが，そのために要する時間，このような方法が宅地開

発コストにおよぼす影響，住民が現実にどの程度参加可

能かなど，多くの問題ーがあると考えられ今後の研究の課

題ーとしたい.

空品主義工学科 青山 吉隆

化をとっているが，これはあくまでも l つのミニ・プロ 交通問題の解決から出発私が住宅問題に興味をもった

ジェクトの最適化を指向したものにすぎず，いきおい， のは，住宅事情の悪化もさることながら，むしろ交通問

結果として売りだされる値段もそう安いものにはならな 題の仮本的な解決のためには住宅立地を制御. r誘導する

いことになる.そこで，これを拡張するというのか，交 ことが必要で、あると思ったのがきっかけである.ところ

通計画などを含めた Nationwide のマクロ・モデルを が住宅立地モデノレをつくろうとすると，住宅以外の都市

っくり，現在企業態別にノミラパラに計画されている宅 活動の立地モデルをも同時に考慮した土地利用モデルが

地開発体制に対して，各開発地点をプールし，相互の 必要となった.しかも士地利用モテ、ルは，必然的に大鋭

Trade-oH (とでもいえるものか? )を考慮して「総予算 l 模システムとならざるをえないが，あまりにも不確実な

の最小化をはかるという Na tional-Pro ject-Oriented 要素が多く，説得力のあるシステムの構成は非常に閃難
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な現状で、ある. これに対して' 最近でで、はア一ノパミンタダRイナ i地也7形移モテデ'ノルレ (D TM: デイジタノルレテレインモデノルレとよん

ミツクスの手法法‘を用いてシステムのt操呆作性に重点を置Lい、 でで、いる. )をつくり， これから計画に必要な諸資料(たと

た研究が行なわれるようになつたカが~，現実の士地利用現 えば最急勾配i地也域閃，流域7水k系荊|閃苅など日)をアウトプ.ツノト

象をフオロ一しうるかどうか疑問でで、Jあちる . lしJ カか、しまた， し， こ才れ1 に多1角守司叩lf的ド内J' 総合的、判問断を加え， 辰最宇適J計計十今|幽曲へ練り

アロンゾの効用理諭にみられるような粘結級主な数学的な珪理 Jあうげてゆく. したがつて局単iなる経済性の追〉求』択とに終始する

論諭1モデルの展開だけでで、は，土地利用という大規模システ ことなく「環境保全」とカかミ「白然と人工の調和」を考慮

ムの全貌を把掻できる日はあまりに遠いという感じもす した計阿をすることがでで、きるようになつた.

るのてで、ある. どうやら士I地也利用システムそれ自体が，具 A計十 l両困のなかでで、とくにOR的手法を駆使したものに「土

備備JすベきJ操呆作性と現象の再現能力といつた，機能の最適 工A討十尚j カが:ある. これlは土業者により各種の輿味あるプロ

化に関するシステムズ.アナリシスが必要なときなのてで、 グラムがつくられれ，ているが，要は切土量と盛土量をノパミラ

はなカか、ろうか.そして L地利用システムのフレ一ムを構 ンスさせながら，しかも全体として士の運搬費用を最小

成することが，とりもなおさすずφ，住宅問題の位i置背づ、けを にしようとするものでで、， L P手法中の輸送;計十雨がこれに

明確にすることにつながると思われる. あたる.しかし現実の計両は，使用する土工機械群の多

高島告企軍部 和i原 秀夫

住宅問題とそのデータ 統計調査の結巣利用について，

日ごろ考えていることをのべたいと思います.

住宅統計によると，住宅数は世帯数より多く，現在は

5%が空家になっており，新聞記事によると，住宅数は

すでに十分であり，今後は質の問題であるとも報じられ

ています.

この質の問題が統計上のあっかし、の困難なもので，質

にl渇するし、し、データはなかなかみあたりません.

計算をする場合でも， ORを含めて各種統計分析用プ

ログラムは豊富で，データを入れれば，ケタ数の多いプ

リント結果がすぐでますが，そのデ{タが立派な印刷物

の場合は精度を考えずに正確なものとして使用すること

が多いようです.

たとえば，住宅統計の結果表をみても，建築時期から

住宅環境までデータは豊富ですが，その精度をはっきり

あらわず方法があったらと痛感しています.

2343詰(林白崎徳次郎

宅地問題への OR的接近 OR的接近を試みた土木工事

長十i笥の例は多い. PERTによる工程計画などその l つ

である.本稿では宅地問題のなかで興味ある話題とし

て，「宅地造成工事五十回jへのOR的接近について書くこ

とにした. この計画は，まず宅造予定地の地形を的確に

認識する手法からはじまる.従来は等高線地12<1を使って

いたが，現在では電算機を利用し， ヲ次元的表示の社 ili

彩な組み合せとか，前述の環境公害問題など難解な骨僧制計到l約

条件が力か道らみあい，一発でで、最適解がえられるようなプロ

グラムなど存在するわけもな<， å計一十卜 l函函者とコンピユ一タ

との頻繁な対話により，一歩一歩最適解へ按近するより

しかたないが，そこに計曲岡1行為というものに対し，深い

思考力.豊かな創造性といつた，人問の英知が要求され

るのを痛感する次2第臼でで、ある.

品員長量長ム(株) 鈴木 悦郎

工業化住宅にOR的接近工業化住宅の生産管理のむず

かしさは，生産方式の種々出在にも一因がある.個別の

住宅については， {lrIl 別受注生産方式をとっているが，生

産の 11犯は工場生産による大量生産方式である 部材生

庄工場と建築現場との生産の配分比を“プレブァフ化率"

と称している般にこのプレブァプ化率で工場生産部

分の割合いが高いほど，量産効果が寄与し，労力， コス

トが軽減され，品質を安定することができる.反対に，

この現場生産の割合が高い住宅ほど，倒別受注生産の特

質がよくあらわれ，ユーザー(施主，お客)の好みにあっ

た住宅がで、きる.プレブァプ化率の変化によって生産管

理方式も変化するわけである.

工業化住宅は，本格化して 10年くらいである.やっと

いろいろなデータが蓄積され，分析できるようになり，

OR的な接近があらゆる角度から検討されるべき段階に

入ったようである.

千葉工業大学 日目
建築学科 閑 竜夫

ライフサイクルと OR 私どもは，とくに住宅問題に(10
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は絞ってはおりませんが，建築家として強い関心をもっ

ております.家族は経年に変化していきます.ライフサ

イクル論はけっこうなことで，住七問題に大いにとりい

れてほしいものと思います.すでに住宅公開，公社など

では，成長をみこんで各種のプロジェクトが実泊されて

いると思いますが，一方，賃貸共同住宅などでは家族の

成長，増加，減少などの変化による潜在的スベース困窮

住宅や余裕スペースのあるものがふえているものと思わ

れます.いったん，住宅を取得すると困窮者と見なされ

ない制度になっている.戦後の公営共同住宅の I 部では，

スラム化が進行しているとそく閲しております. 1)ゴ建

て住宅では増改築により処理できたものが，共同住宅で

はほとんど不可能です.これを，たとえば交換転居や，

そうした調整センターを設けたり，家族年齢に制限をも

っ賃貸共同住宅とか，ライフサイクルに適応してグルー

ピングされた団地とか，賃貸契約に条件を付けて，シピ

ルミニマムを確保する方式を考えるべきと思われます.

世帯年齢に応じた団地には，完備した附属施設(たと

えば幼稚園，学校など現在のように消長がなし、)をもち，

家族年齢に応じて，転居勧奨により広いスベースの職住

近接の同地に移る.そして，老人夫婦の単位は環境のよ

い，都心から離れた住宅団地に入居でLきるシステムを考

えてもよいと思われます.このような全国的な土地取得

新築計画，または改築計画にはOR的手法が必要と思わ

れます，

話量許Ali組 松岡進士郎

私の思う住宅問題と OR 社会，都市住宅の問題は大き

な転機にi直面している.土地価格，建築価格，環境問題

あるいは政府，自治体，企業，個人が現在の経済社会環

境や財政面，資金面を背景に社会形成の来る 5 年あるい

は 10年後のありうべき姿，住宅という社会資産の充実，

国民生活・個人生活の将来像，都市の姿，市民としての

役割りのあり方なとQについて，観念論ではない検討がも

っとも必要と思う. OR の今後の大きな問題ではなかろ

うか.

住宅は行政体の公営住宅供給と個人の住宅建設のなか

で進んできたが融和がみられず，また核家族時代から新

しい近隣社会のあり方をめぐり混迷がつづいている 財

源難から公共の住宅供給力は低下し，また，一方土地建

物の価格高からf[Þj人の取得意欲は求める住宅への欲求と

購入あるいは賃借とも住環境の I('J上とパランスを求めえ

ない.

さまざまな計画は公共，企業ともあるが，根本的な解

決にはほど遠い しかし建設・通産省の House 55 や各

地方行政体の都市問題，環境，交通，学校，公共施設お

よび財政との諸研究がORの分野でなされていることは

よろこばしい.しかし，国民として，市民として，個人

として，企業として，または政治，経済，社会，といっ

た広い観点と生活と人間形成の場としての，住民と社会

のあり方について住問題はコンピュータ以上のナショナ

ノレ・プロジェクトであり， この面での綜合的検討がOR

の場で必要と思っている.

私は国:1:，都市，産業，交通，財政，社会意識，自然

および社会環境，建設技術などの諸分野のOR ワーカー

が参画意欲のある市民を含め，小さな場からでも，将来

の日本の都市と住について話しあうべきと思う.私の恩

師かつ小都市の市長が，私に「日本人の失ったよいもの

を自分の町づくりへの参加，お互いの語りあいの場か

ら，教育，福祉行政からっくりあげたい.道は速いが. J 

といわれたことば， 国際 OR 会議を通じて“Citizen

Participation" ということばを強烈に印象づけられた

ことを記し， OR学会の今後に期待したい.

喜吉塁首里鉄(株) 木村 武夫

高次元からのアプローチ 当社における田園都市開発計

画の実施にあたり，土地区画整理事業，土地利用計画，

商業施設計画評価の 3 システムを開発しこのなかにシ

ステムズ・アプローチまたは各種OR技法を採用した.

都市開発，ニュータウンづくりなどを，単なる宅地開

発などとし、う小範閤内で，かつ一面的にとどめるべきで

なく，人間と土地と空間を含めた大きな社会システムと

して， 高次元からアプローチすべきである. 土地， 環

境，道路，安通，教育， 医療， 商業施設， レジャー施

設，公共施設などの，必要な機能を総合的に，構造的階

層的に統合するために，諸機能の組み合せの最適化，満

足化をはかる必要がある，このときp 各種の選択基準，

評価基準，人間の選好性，目的関数の明確化，定式化な

ど，きわめて困難な問題が多く，しかも企業レベルでの

アプローチには限界が多すぎる.したがって，国家，地方

公共団体などのレベルからの第三者的なシステムズ・ア

プローチが必要となり，都市計画に関する長期的ビジョ

ンの確立，地域住民のコンセンサスなどに関するシステ

ム化が待望される.多くの問題を技術的問題として把握
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